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年 月 日 （ 金 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

1 4

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 3 年 分

分 3 年 5 27 2 年 分

分 3 年 3 2 3 年 70+3 分

分 3 年 4 4 3 年 分

58 分 3 年 18 3 3 年 分

58 分 3 年 6 5 3 年 分

分 2 年 10 8 3 年 分

51 分 3 年 7 10 3 年 70+3 分

分 3 年 11 14 3 年 70+3 分

58 分 3 年 2 9 3 年 分

分 3 年 20 13 3 年 69 分

分 2 年 17 12 3 年 分

7 分 2 年 27 17 3 年 分

分 2 年 19 6 3 年 分 2

分 2 年 21 7 3 年 分

分 2 年 22 16 3 年 分

分 3 年 25 25 3 年 分

6 分 2 年 9 30 1 年 分 10

2 分 3 年 12 11 3 年 分 14

18 分 3 年 16 26 2 年 分 13

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 7 分 13

分 分 26

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 14 0 － 1

分 13 0 － 2

分 20 1 － 2

分 9 1 － 3

分 9 1 － 4

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 小林　清訓令和８年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技〈男子の部〉 準決勝 144

日  時 2026 6 5 13 ００ キックオフ 会  場 アスパ五色メイン

天  候 晴れ 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 加藤　純治 渡邉　悠 観 衆 424

主  審 小林　清訓 副審１ 大槻　隼人 副審２ 小林　顯太 第４の審判員 中川　琢士

 チーム名 kick off

1

前半

4

 チーム名

三田学園高校 後半 滝川第二高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 大久保 蒼真源　　 泰晴 GK

DF 田渕　佑弥青山 　智哉 DF

DF 野本 　咲成鈴木 　隆晃 DF

DF 大槻 　飛孝 1今井 優太朗 DF

DF 大西 　堅三草野 　航汰 DF

MF 安田 　暁人1 高山 　蓮生 MF

MF 宮本 　蒼大天野 　嘉人 MF

MF 北村 　勇貴 1柿澤 　佑磨 MF

MF 奥村　　 翼 4 ２＊坂東　　 航 FW

FW 波多野 蒼大 1 ３＊＊1 水田 　遥友 FW

FW 本城 　圭太 ２＊３＊ 中山 　大地 FW

GK 浦田 　桔兵畑本　悠之介 GK

DF 岡田　　 燈西川　弥宏 DF

MF 井上 　大誠形山 　太一 MF

MF 塚田 　真翔木下　　 響 MF

MF 青木 　陸輝石丸　羽汰 MF

MF 大森 　晴希中間 　渓太 MF

MF 森本　星虹恩地 　陽大 FW

FW 在間 　悠真尾坂　　 崇 FW

FW 大田　悠斗内添 　颯人 FW

6 警 柿澤 　佑磨 ラフ 5 4 1

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

5 9 14 44 警

事 由前半 後半 合 計 時 間

本城 　圭太 ラフ

0 2 2

11 3 8 Ｇ Ｋ ラフ2 6 8 70+4 警 大田　悠斗

2 1 1 Ｃ Ｋ 1 2 3

間接ＦＫ0 0 0

4 直接ＦＫ 7 4 1111 7

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 

点
 

経
 

過

52 滝川第二 奥村 中央 9

54 滝川第二 本城 中央

62 滝川第二 波多野 右 FK 2 ∩

∩ 左 14 ～ S

59 三田学園 中山 中央 3 ∩ 20 HS

13 ～ S

中央

70 滝川第二 波多野 中央 14

× こぼれ球 9 S

S こぼれ球 9 ～ S

戦

評

[備 考]

戦評者

両チーム１-4-4-2の布陣で三田学園のキックオフで試合開始。滝川第二はボランチの選手を経由してビルドアップを試みる。サイドのポジションも入れ替わり

ながら、サイドバックが高い位置をとり数的優位を作る。三田学園はGK１番源のロングフィードから２トップが体を張り、サイドへ展開してサイドハーフの個

人技からチャンスを伺う。滝川第二は、素早いリスタートやカウンターからシュートまで持ち込むなど、チャンスはあったが、決め切ることができずに前半終

了。後半は立ち上がりから両チーム強度の高い守備で激しい攻防が見られた。滝川第二は前線からプレッシャーをかけ、ロングボールへの対応を行った。しか

し、徐々に三田学園がセカンドボールを回収し始め、シュートまで行くシーンが増えるが、滝川第二も体を張ったシュートブロックで得点を許さない。三田学

園、交代直後の５２分滝川第二14番奥村が左サイドへのスルーパスに抜け出し、カットインからゴール右隅に見事なゴールを決め、均衡が破れる。その直後には

13番本城が中央でボールを受け、そのまま中央突破しゴール右隅に美しいコントロールショットを決め、2-0とする。リズムを掴んだ滝川二は、正確なダイレク

トパスで中央を崩し、ゴールへ迫る。劣勢となった三田学園は５８分一度に3人の交代を行い、攻撃に弾みをつけようとする。５９分三田学園のロングフィード

に対して滝川第二のディフェンスラインが曖昧な対応をとる。その隙に反応した20番中山が冷静にヘディングで流し込み、1点差とする。しかし、６２分滝川第

二は自陣フリーキックからゴール前混戦のこぼれ球に反応した9番波多野が冷静にゴールを決め追加点。反撃に出たい三田学園も前線の選手が体を張り、相手

ゴール前まで迫るが、得点には至らず。その後追加点を挙げた滝川第二が１－４で勝利を決めた。両チームの健闘を心から讃えたい。

所属／名前 【　西脇工／川口　大翔　】 【　明石商／藤坂　真士　】


